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海辺の 連中 は 雨が 降る と 皆な 池 部の 家に 集まる のが 

慣 ひだった。 暑中休暇の 学生 達が 主だった。 麻雀に 熱 

中して ゐる 一組が あった。 窓枠に 腰 を 掛けて マン ドリ 

としかさ 

ンを 弄んで ゐ るの は 一 番 年長の 池 部だった。 池 部 は 学 

校 を 出ても う 三年 も 経った が、 この 旧家の 長男で 別段 

働く 必要 もなかつ たので、 天文学に 関する 書籍な ど を 

漁りながら 静かな、 だが 殊の他 憂鬱の 日 を 送って ゐる 

境涯だった。 

「斯ん なに 雨が 続 くんなら 俺 はもう 東京へ 帰って しま 



はう かな？」 

部屋の 隅の 方に 寝転んで ゐた 若者が、 突然 大きな 声 

で 欠伸と 一 処に 唸った。 その 男 は、 斯うして 家に 転が 

つて ゐ るのに も 水着 を 着た まゝ で、 今迄、 物凄い 鼾声 

を 挙げて ぐっすりと 寝て ゐ たのだった が —— 。 

「帰 るん なら、 たった今 帰る と 好い わ、 隆 ちゃん 見た 

いな 野蛮人が ゐ なくなる と 清々 と 好、 わよ ご 

えんがわ テ> '— . テ— ブル 

雪 江は椽 端の 茶 卓子 で 切りに トランプの 独り 占 ひ 

を 試みて ゐ たが、 札 を 並べながら 済した ま、、 そんな 

独り言 を 云った 若者に 一 矢 を 浴せ た。 

「ちえ ッ、 酷え こと を 云つ てら —— 俺が 野蛮人だった 



ら …… さう だな、 幾分 まあ 紳士ら しいの はこのう ちで 

池 部さん 一 人位の もの ぢ やない かしら？」 

「違 ふわよ —— 彰 さん 見たい なんだ つて ゐ るんだ から 

…：- J 

「さう/^ — 」 

と 若者 は、 さも/^ 自分が 迂闊であった とい ふこと 

を 大業に して、 笑 ひながら、 

「滝 尾さん とい ふ 聖人が 居た な。 あんまり おとなしい 

んで、 つい 存在の 程 を 忘れて しまった わい ご 

「雪 江 …… 」 

と、 不図 池 部が 妹の 名 を 呼んだ。 「滝 尾 は、 雨の 日 だ 



「 …… ちゃんと 行儀 好く、 上向け になって、 す や/^ 

と 眠って ゐ るんだ けれど、 妾、 その 顔 を 暫く 見て ゐた 

ら 何となく 気の毒に なって しまって、 そう ッと 出て 来 

ちゃった けれど、 —— 皆な の 余り 真ッ 黒な 顔ば かり 見 

つけて ゐ るせ いかしら、 酷く、 滝 尾さん の 顔色が 蒼く 

見へ た わ、 それに、 とても 頰 なんて こけた ぢ やない 

の！」 

「徹夜の 祟りなん だら う —— 勉強 も 好い加減に すると 

好 いんだが な！」 

池 部 は 不安 さう に 眩いた。 滝 尾 は 池 部と 同じ年に 文 

科 を 出た 池 部の 一番 親しい友達だった。 神経衰弱の 療 



てして しま ふの よ。 海へ 行って ゐて も、 あんた の 眼つ 

きと 来たら、 とても 浅 間し いわよ、 百合さん や、 照ち 

やん 達 も —— 三 谷が 一 番嫌 ひだって 云って ゐた わよ ご 

など ゝ毛嫌 ひらし い 言葉 を 浴せ ながら も 別段 不快と 

いふ わけで もな く、 椅子の 上に 膝 を 立て、 両腕で 抱い 

てゐ た。 

「何 うせさう でせ うよ だ。」 

三 谷 はわ ざと ふざける やうに 太々 しく 唸った リ して 

ゐた。 「僕なん ざ、 た > 正直な だけな のさ。 誰 だって、 

女の 姿 を 眺めて、 さう 云 ふ 空想に 走らない 人間なん て、 

無いだら う —— 滝 尾さん だって、 おそらく は —— だ ご 



「まあ、 失礼な 人 だ こと —— だから、 あんた は 野蛮人 

だと 云 ふの よ、 婦人の 前で、 好く も そんな 馬鹿/ \ し 

いこと が 平気で 云へ たもの だ わね ご 

「いや、 それが 僕の 讚嘆の 言葉なん だよ、 雪 江さん の 

美し さ を 讚へ る！」 

二人が、 馬鹿 気た 争 ひ をと リ 交して ゐる うちに 麻雀 

の 連中が 勝負 を 終る と、 また、 その 中の 一 人が、 

「僕 は 三 谷に 賛成 だ。 こっちの 話に 気 を とられて 滅 

茶/ \ に 負けて しまった ぜ —— 。 それ あさう と 此間誰 

か 、v 提言した 仮装舞踏会 を 今夜 あたり 開か うぢ やな い 

ゝ 一 

力 」 



を 一番 持 出して、 袴 を 着たい 奴 は 袴、 鎧 武者に 扮 りた 

い 力 持 は 甲 を 被り、 奴に なりたい 者 は —— J 

「そいつ は。 お前が うってつ けだ ぞご 

「 …… まあ、 さう 云 ふ 風に、 扮装を そろへ て 酒 飲 

みの 会で も 催 ほしたら 何う だいご 

そんな 衣裳が、 鬟な ども そろって 此処の 蔵の 中には 

幾通り ともなく 保存され て ある。 海棠の 古樹が 屋敷う 

ちに 林に なって ゐて、 花の 季節に なると 樹の 間/ \に 

無数の 雪洞 を燭 し、 花見の 客が 想 ひくの 扮装を 凝し 

ほしい ま 

て 一 夜の 宴 を 縦 ゝに するとい ふ 行事が、 五六 年 前に 

亡くなった 池 部の 父親の 代まで、 昔ながら に 続いて ゐ 



ぢ やない か！ と 思って、 仰天の 叫び声 を 挙げた 程 だ 

つたが、 あれ は 実際 生きた 人間 その ま、 の 風情 だ —— - 

婦人 連の 面 あてに、 あの人 形 を 持 出して 夜会の 席に 据 

えよ うぢ やない か —— など 、 云 ひ 出した 者が あ つ た。 

雪 江 は、 不図 視線 を 避けて 庭の 方 を 眺めて ゐた。 亡 

くな つた 姉 を 思 ひ 出した。 母が 悲嘆の あま リ、 京から 

人形師 を 招いて 造らせた 姉の 面影で ある。 母 は、 姉の 

着物 を 一切 人形の ために 整へ て、 春に は 春の 衣裳 をと 

いふ 風に 季節く に 従って ねんごろに 取リ換 へたり、 

髪の かたち を 結 ひ 直したり、 音楽 を 聞かせた りして 恰 

も 生ける 娘に とりなし たと 同じ やうに 慈しみながら 余 



団 やら クシ ヨン やらが 散乱して ゐて、 誰か、 V 寝転 ん で 

ゐた 形成だった。 

雪 江が、 何とも 可怪な 心地で その 辺の 様子 を 眺めて 

ゐ ると、 階下に 人の 足音が 聞え た。 —— あんな 相談が 

一決して、 凄ぢぃ 役者 連が 衣裳 験べ にやって 来たの か 

な！ よし、 口でば かり 強さうな こと を 云って ゐ なが 

ら 凡そ 臆病な 三 谷を悸 かして やらう —— 左う 考へ て 雪 

江 は、 反対側に 在る 長 持 を 飛び越へ ると 隅に 立て掛け 

て ある 屏風の 箱の 蔭に 身 を 隠して 息を殺して ゐた。 

足音 は、 静かに 梯子段 を 昇って 来る の だが 余程 注意 

深く 忍んで ゐる らしく —— 猫の やうで 窺 ひ 憎い 程 だ つ 



た。 途中まで 来て、 慌て、 引返す と 入口の 扉 を 閉め 直 

して 来たらし く、 今度 は 手燭に 火 を容れ て、 梯子段 を 

昇リ 切る と、 ふっと 吹き消して ゐた。 そして、 吻 つと 

したら しい 太い 吐息 を衝 いて ゐ るの を、 雪 江が 物 蔭 か 

ら 秘かに 窺 ふと、 それ は、 さっき 迄 死んだ やうに 眠つ 

てゐた 害の 滝 尾であった。 

「琴路 殿！」 

滝 尾 は、 そんな 風に 人形の 名前 を 呼んだ。 何 を独リ 

で ふざけて ゐ るの かしら？ と 思って 雪 江 は 眼 を視張 

つ て 注意し つ 、v ける と、 ふざけて ゐるど Y J ろか 滴 尾の 

様子 は 息苦し さう にさへ 見へ る 程 亢奮 の 眼 を 輝 や か せ 



て、 微かに 五体 を 震 はせ ながら 人形の 傍らへ 近寄って 

行く のであった。 いつも、 寝 呆け 眼で 薄 ぼんやり とし 

てゐ る、 成程 あれ は 神経衰弱 症に 違 ひない —— と 雪 江 

は 気の毒に 思って ゐた滝 尾、 今 眺める と恰で 別人の や 

うに 生々 として、 奇妙な、 おそらく 芝居 じみた 陶酔の 

風情に ひよ ろ/^ として、 さう かと 思と 急に 悩まし 気 

に 顔 を 歪めて、 

「お、 会 ひたかった —— 夜になる のが 待ち 切れずに、 

そっと 忍んで 来て しまった。 やがて 誰か、 V やって来ぬ 

うちに、 暫 しの 逢瀬 を 貪りたい ご 

芝居の 科白の 通りな 音声で、 そんな こと を 唸った か 



「酒で も 飲まなくて はやり きれね え！」 

など、 喚いたり、 突 拍子 もな く 大きな 声で はやり 歌 

を 唸ったり して ゐた。 

「三 谷に なんてに も、 気分が 何う なんて 云 ふ 現象が 起 

ると は、 世に も 不思議な こと だな —— 三 谷、 行って 来 

いよ、 穴 倉へ！」 

双 肌 を 抜 いで 大の 字な りに 転がって ゐる加 茂が 煽動 

した。 

「普段で も 俺 は 彼処に は 到底 独り ぢゃ 薄気味悪く つ て 

入れな いんだ、 だって 昼間 だって 真っ暗闇で、 大層な 

龕灯 を 点けて 行く なんて、 俺 は 思った y けで もゾ ー ッ 



とする、 彼処の 風と 来たら 何とも 云 ひやう もな く 冷々 

として ゐ るから なご 

葡萄酒と いふ ほどの わけで もなかつ たので あるが、 

田舎 出来の 酒 やら 果物が 貯蔵して ある 穴蔵が あって I 

I 屢々 彼等 は 其処へ 忍び込んで、 此処の 馬 飼 ひの 年寄 

が 造った 青 葡萄の 搾り 液 を 持ち出して 来て、 これ は 何 

世紀の 葡萄酒 だと か、 飲める 酒 だと か —— 口先ば かり 

で 酒飲み 見た いなこと を 喋 舌って、 酒に 酔 ふとい ふよ 

リは 自分 達の 駄弁に 泥酔して、 乱痴気騒ぎ をす る こと 

があった。 

雪 江が 戻って 来た 時 一同 は 車座に なって、 割れる や 



滝 尾が 明ら か に 内心 狼狽した らしい の を 感ずる と 雪 

江 は、 何う しても 皮肉に ならずに は 居られなかった。 

滝 尾 は 明らかに 眼 を 白黒 させた。 

「そんな こと を 一 概に云 へ る もんです か！」 

「あの 中に ある 北条 記の 稗史 めいた もの、 うちに 何某 

とい ふ 領主が 天主 閣の楼 上で 烏天狗と 問答 をす る —— 

領主 自身の 不思議な 手記が ある 箬 だが、 君に は あ、 云 

ふ 口— マンス は 面白いだら うご 

何も 知らない 池 部が そんな 話 を 持ち かける と 滝 尾 は、 

雪 江の 眼に 映る 有様で は、 益々 狼狽して、 (あんな こと 

を 口実に して 蔵の 中に 出入して ゐる もの、、 あんなに 



人形ば かりに 現 を 抜かして ゐる滝 尾に、 そんな 古典 を 

渉 漁す る余猶 などが 有る 害 はな い の だ。 ) 

「うむ —— 面白い 挿話が あるら しいが、 未だ そこ ま 

でも 手が と V いて ゐな いが …… 」 

と 何やら 口のう ちで ぶ つ- (-云 つて ゐ たかと 思 ふと 

その 時 じゃんけんの 連中が どっと 笑 ひ 崩れて、 三 谷が 

皆な に 圧し 出されて ゐ るの を 見る と、 

「僕が、 ぢゃ 代って やらう、 三 谷 君 —— あの 葡萄酒 ぢ 

や 僕 はつ まらん から、 僕 はほんと うの 酒 持って来たい 

から …… 」 

滝 尾 は、 得たり と 云 はんば かりの 気勢で 穴蔵 行の 役 



何時も 話 だけで、 思 ひくの 着想に 酔って、 それつ 

きリ にな つ てし まふが 今夜 こそ は、 あの 仮装舞踏会 を 

是非とも 実現 させよう ではない か —— 。 

「ねえ、 雪 江さん —— あなたが 先づ 振袖 姿の 舞姫に 扮 

つて …… 」 

「さう だ。 斯ん なじめく と 雨ば かり 降り続いて ゐる 

晚 だし —— これ ぢゃ 世間に 聞え る 憂 ひもな し —— ひと 

つ、 海棠 屋敷の 花見の宴の 真似事 を 仕様 ぢゃ ないか I 

I」 

池 部 も 一 処 になって、 

「そいつ は 案外 面白い かも 知れない。 そして、 皆な そ 



「君 は 何に 扮る ？」 

「二人 は、 まあ、 た y の 見物人に して 貰 は うぢ やない 

ゝ o _ 

力 」 

と 池 部が テレた 笑 ひ を 浮べる と、 滝 尾 は 反対して、 

ともかく 袴 は 着て、 長 袴 を、 そろつ と 穿いて 見よ うぢ 

やない か！ と 主張した。 

池 部 は、 苦笑しながら 酒樽 を 勝手 もとの 方へ 運び 走 

つた。 



泉水に 面した 広間に 二列に 膳 を 並べて、 芝居の 様な 

夜会 を はじめた。 いつの 間に か 人数が 増へ てお よそ 十 

四 五 人 もの 大名が、 ずらり と 両側に 陣取って、 皆々 真 

面目く さって かしこまって ゐた。 はぢ めの 話 だと 鎧武 

者が 現れたり、 仁 木 弾 正 や、 斧 定九郎 が踊リ 出る 害 だ 

つたのに、 一勢に 袴 姿り、 しいお 大名ば かりなので I 

I 何う したの か？ と 滝 尾が 池 部に 訊ねる と、 

「あの 話 は出鳕 目で —— 花見の 時には、 客 は 一勢に こ 

の 風俗な のさ、 ハツ ハツ ハ ：：： 」 

と 可笑し さう に 笑った。 

「駄目 だよ、 池 部さん、 そんな 言葉つ きぢゃ —— 何と 



今宵の 月 は、 もの、 見事に 澄み渡って ゐる ことで は ご 

ざらぬ か とい ふ 風に、 科白 を 気をつけて 貰 ひたい 

ね ご 

傍らから 三 谷が、 もう 大分 酩酊して 池 部と 滝 尾の 膝 

を ポンポンと 扇子で 叩いたり した。 

「お、、 さう 云へば 三 谷 殿 —— 夜来の 雨 は 見事に 晴れ 

て、 庭 辺に 月の 光りが 隈なく 冴えた 趣き はまこと に 画 

に 見る 風情 II 早う 舞姫 達の 舞が 始まれば 好い が… 

〜」 

三 谷の 隣り にゐる 大名の 顔 を 見る と、 馬 飼 ひの 親爺 

であった。 一様に 同形の 鬟を 戴いて、 そろ ひの 着附け 



しまった わけだった なご 

加 茂が、 きょろ くしながら 眩く と 池 部が、 いや、 

どうせ 一 度 は 斯うして 村の 人達 を 招待し なければ なら 

ない 事情が あって、 実は 前々 から 仕度 もと、 のへて ゐ 

たの だが、 すっかり 季節外れ になって しまって 困って 

ゐた ところだった ので 寧ろ 好い きっかけだった のさ。 

「僕 は、 ほんとう を 云 ふと、 年々 これ を 行 はなけ 

れ ばなら ない とい ふしき たりが、 酷く てれ 臭く つて、 

君達で も 居なかったら 到底 機会 を 得る こと は 出来な か 

つたに 違 ひない のさ。 変な 習慣が あった もの だな I 

I」 



と 池 部 は、 ちょんまげの 頭 をが つくりと 首 垂れた。 

間もなく 嵐の やうな 拍手が 巻き 起って、 賑やかな 音 

楽の 音が 物 蔭から 響 いて 来た かと 思 ふと、 下手の 簾が 

するすると 巻き あがって、 一列の 踊り子が、 足拍子 悠 

やかに、 花模様の 振袖 を 翻しながら、 そろり くと 宴 

席の 中央に 繰り込んで 来る のであった。 —— お 納戸色 

に緋の 源氏 車 を あしらった あれら の そろ ひの 衣裳 は I 

「お、、 あれ は、 あの人 形の 衣裳と そろ ひぢ やない 

ゝ I 

力！」 

左う 気づく と 滝 尾 は、 わけもなく IE: 然として 思 はず 



手に して ゐる盃 を 取り 落し さう になった。 

「 雪 江 さ ん だ —— あ れ が！」 

三 谷が、 思 はず 頓 興な 声で 叫んだ。 「あれが、 さっき 

までの あの モダン • ガ —ルと は 俺に は 何う しても 思へ 

ない！」 

「叱 ッ！」 

と 誰 やらが、 非難の 合図 をした が、 陶然と してし ま 

つた 加 茂が 関 はず 声 を 挙げて、 

「何う しても 俺に は 物語の 中から 抜け出て 来た 人物と 

より 他に は 思へ ない < 形と 云 はう か、 夢と 云 はう 

か —— 踊り子 達の 背ろ から は 甘美の 後光が …… 」 



さう だった が、 実に 乱暴 極まる しぐさで、 鬼の 手に か、 

つて みやびやかな 舞姫の 白い 股が 現れたり する に 至 つ 

て は、 しきたり のこと も 何も 知らない 海辺の 連中に と 

かたづ 

つて は、 た y もう ハラハラ として 片唾を 呑む ばかりで 

あった。 鬼 共に 追 はれて、 やがて 娘 達の 帯 は 解かれ、 

着物 も剝 がれて 長 襦袢 一 つになる 騒ぎに なると、 ヮッ 

と感 極った 声 を 挙げて 悶絶した 大名が あった。 三 谷で 

あった。 縁 端に よろめき 出て 昏倒した 若侍 は 加 茂で あ 

つた。 

「さあ、 これで 一 段落で ござります 故、 今度 は 一 つ 皆 

さんの 西洋 流の ダンスな り 何なりと 御 自由な ところ を 



さっき 

る 見たい であった が、 箱の 蓋 は 先程から 開け放し にな 

つて ゐ るの も 承知であった らしく、 手に して ゐる 雪洞 

を 人形の 顔に 面 明りに して 視き 込む と 重々 しい 声で 唸 

り 出した。 「お前の 今宵の 艷 やか さは —— その 眉 は、 

星 月夜 の 空に 飛んだ 流れ星の やうな 風韻 を 含ん でゐ る。 

その 眉の 下に うっとりと 見開いて ゐる瞳 は 神潭の I 卞を 

宿して、 虹の 影が 瞬いて ゐるご 

彼 は、 顔と 顔と を すれすれ にして、 また 一 歩 を 退い 

て、 

「神代の 彫刻家が 山霊の 加護に 従って 鑿 を 揮った その 

鼻筋 の 端麗 さは、 芙蓉 の 峰の 崇高 さ を 思 はせ る ご 



と 続けながら、 胸 を 撫で、 脇腹 を 伝って 次第に 脚の 

かたち を 模索す るかの やうに 撫で回して ゐた。 

そして 彼 は 人形 を 抱き か、 える と、 静かに 床に 腰 を 

降した —— 人形の 体が、 すると、 なよ/ \ として 彼の 

腕の 中に 魚の やうに 物 や はら かく 凭れ か、 つて ゐ た。 

胸が 震へ てゐ る、 そして、 眼 は、 気う とげな また、 き 

を 浮べ 、 

「命が あるの よ —— 踊りに 誘 はれて、 つい 仲間入り を 

して、 今 戻って 来たば かりの 時だった の ご 

と、 はっきりと 眩いた。 

「それ を 追 ひかけ て、 私 も 鬼に なって 追 ひかけ て 来た 



を 讚め て 御覧よ —— 」 

「これより 熱心 に —— 視 詰める こと は 出来ない の だが 

…：- J 

「ぢ や、 もっと 力一杯 抱いて —— たゾ、 い たづら のつ 

もりで 人形に 化けて、 ピグ マリオ ニス トを悸 してやら 

うと 思 つて ゐ たら、 とうとう 妾が 手 もな く 負けて しま 

つたの かしら —— 斯ん なに 云っても 未だお 前の 眼つ き 

は、 妾が 生きた 人形と 思って ゐる らしい！」 

笑 ひながら 雪 江 は 眩いて ゐ たかと 思 ふと、 急に 男の 

胸に 顔 をお しっけて、 しく/^ と 泣き出した。 —— 母 

家の 方から は 賑やかな 囉 子の 音 や 人々 の 打ち 騒ぐ 声が 



微かに 響いて ゐた。 

雪 江が 切りに 指さす ので 滝 尾が、 傍らの 長 持の 蓋 を 

あけて 見る と、 実に 惨々 なかた ちに なった 裸 人形の、 

腕 や 胴 や 脚が、 バ ラ /\ に 分解され たま ゝ 投げ込ん で 

あった。 衣裳に 覆 はれる 部分の、 腕 は、 胴 は、 そして 

脚 は、 砥の粉 も 塗って ないた、 V の 棒切れであった。 
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